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トレードストリーム 日本語版 

Tradestream Japanese 

 

Tradestream は、新しいコンセプトに基づいたダイレクトアクセス用のトレーディ

ングソフトウエアです。 

 

 

◆ メニューは日本語で表示されます。 

 

英語が苦手な人でも、必要な機能を、素早く見つけることができます。 

 

 

◆ ＷＥＢベースのＪＡＶＡを使ったものではないため、より高速で安定した性能を

発揮することができます。 

 

 

◆起動のたびに、バージョンをチェックし、新しいバージョンがリリースされている

と、自動的にアップグレードする機能を持っていますのでユーザー自身が手間をかけ

てインストールする必要がありません。 

 

 

◆基本的に動作の軽いパソコンへの負担が少なくなる設計で、起動は約15秒以内と

いう軽快さです。 

 

◆米国の現物株式・先物・国債、日本の現物株式・先物・国債のデータを利用するこ

とができます。 

 

 

◆リテール用に、機関投資家、法人、証券会社様の用途別カスタマイズもプログラミ

ングセクションとの緊密な連携で、敏速に対応することができます。相手先ブランド

としての供給、つまり提供される法人名をソフトウエアのオープニング画面上に変更

することが可能です。 
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起動 

インストール後、アイコンをダブルクリックするとユーザー名とパスワードを入力

するウィンドウが表示される。 

ユーザー名とパスワードを入力すると下のようなウィンドウが表示される 

複数の口座があると、 

ウィンドウへ表示される。 

アカウントが一つの場合は 

ＯＫ をクリックすると 

自動的に起動する。 
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①マーケットビュー：希望する銘柄リスト 

②注文ボックス：レベル２ウィンドウ 

③チャート：任意の長さのタイムフレームを設定 

リンク機能を使うと、マーケットビューの銘柄をクリックするだけで、注文ボック

スやチャートへ、その銘柄を表示させることができる。 

④トレードマネージャー：売買の執行やトレードの履歴、ポジションなどを表示 

トレードストリームの基本的な画面構成 

マーケットビュー 注文ボックス 

チャート トレードマネージャー 
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マーケットビュー Market View 

機能：好みの銘柄を入れる銘柄リスト 

 

ブレイクスキャン銘柄などを登録し、リンク

機能を使い、注文ボックスやチャートへ該当

する銘柄をマウスのワンクリックだけで表示

させることができる。 

ティッカーシンボルをタイプすることなく 

希望する銘柄を注文ボックスやチャートへ表

示させることができる。 
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マーケットビューへの銘柄の登録と追加 

 

 

 

マーケットビューのウィンドウの上で右ク

リックすると、サブウィンドウへメニュー

が表示される。 

「シンボル追加」を選択すると、新しい

ウィンドウが表示される。 

登録・追加したい銘柄のティッカーシンボル

を入力しエンターキーを押すか「追加」ボタ

ンをクリックすると、その銘柄を登録するこ

とができる。 
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マーケットビューの表示項目を選択する 

 

マーケットビューの表示項目 

 

 

「欄」を選択すると 

 

選択ウィンドウが表示される。 

 

 

希望する項目にチェックを 

 

入れるとその項目が表示される。 
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登録したマーケットビューはマウスを右クリック

して表示されるメニューから「名前をつけて登

録」で登録し、必要に応じて呼び出せば、好みの

ウィンドウへ表示させることがができる。 

項目をクリックすると、昇順・降順などへ並び替え

ることができる。 

Ｚから逆順で並び替わっている。 
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メニューから選択 

 

注文ボックス 

（レベル２ウィンドウ） 

 

を表示させることができる 

 

ウィンドウ上で右クリック 

 

表示されるメニューから 

 

レベル２ウィンドウ 

 

に関する設定を 

 

選択することができる。 
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表示色の変更 

 

レベル２の値段帯の 

 

表示色を変更 
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執行する株数の設定 

 

デフォルトへ 

 

通常オーダーする 

 

株数をあらかじめ設定 

 

しておくことで、 

 

株数をそのたびに 

 

入力する必要がなくなる。 
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アップティックルールでのスムーズな執行のための設定 

 

ダウンティックのときに、何段階か不利な値段で執行する設定をすることで 

 

執行が拒否されることなく、素早いショートエントリーが可能になる。 

 

いくらかの不利な値段での執行を指定しておくことで 

 

「追っかけ執行」を避けることができる。 
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必要な設定が終わると保存 

 

設定された情報を含めて保存されるため 

 

複数の注文ボックスを表示させる場合 

 

名前を変えて複数回保存しておき 

 

必要時応じて 

 

保存してある注文ボックスを 

 

呼び出して表示させると便利だ。 
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ストップオー

ダー 

 

反対サイドへの 

リスクを限定するため 

 

積極的に 

ストップオーダー 

 

という 

 

逆指値機能を 

使いこなそう。 
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トレーリングストップ 

 

ストップロスだけではなく 

 

待ち受けエントリーにも有効な 

 

トレーリングストップを 

 

使いこなそう。 

 

エントリーで BUY を 

使うことによって 

 

ブレイクアウトのタイミングを 

うまくキャッチすることができる 

 

 

脱出時にはデフォルト設定の 

0.02ポイント を 

使うことによって 

すばやくポジションを 

解消することがができる 
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TIF の選択肢 

 

DAY 

通らないオーダーはマーケット終

了時にキャンセルされるモード 

（標準で選択される） 

 

ＩＯＣ 

予約した執行時間に即執行できな

ければキャンセルするモード 

価格が指定価格より乖離すると 

キャンセルされる。 

 

 MIN 

オーダーが指定秒数までに 

満たされなければ 

キャンセルするモード。 

 

「予約」の選択肢 
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ホットキー 

 

売買のプロセスを 

キーボードの 

ショートカットキーへ 

割り付けて 

高速執行 

 

. 
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注文確認ボックス 

を表示しないように 

チェックが外れているか 

確認しておこう。 

. 



 

18 

 

 

チャートを表示 
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チャートのデフォルト設定 

 

時間外取引データを表示させない 

 

 

フォントやサイズを設定 
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色の設定 

 

チャートの色を変える 
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高値安値に線を引く 

 

前日の高値安値 

 

前日の始値・終値 

 

の位置に線を引く機能 

 

 

ギャップの目安として 

 

便利な機能。 

 

30分足と 

 

1分や3分足のチャートを 

 

コンビネーションで使うと 

 

わかりやすい。 
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左クリックで確定 

線は細くなる 

 

確定して細くなった線を 

左クリックすると太くなる 

 

↓ 

 

ＤＥＬ キーで削除 

することができる 
 

線上で右クリックすると 

メニューが表示される 
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チャートに指標を表示 
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移動平均線の設定例 

 



 

25 

 

ローソク足パターン検索 

 

チャート上にトレード表示 
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ローソク足パターン検索 
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短期反転シグナルの表示 



 

28 

 

指数の表示 



 

29 

 

ローソク足チャートの 

タイムフレームの選択と表示期間の設定 



 

30 

 

ボリンジャーバンドの設定 



 

31 

 

複数のローソク足を 

コンビネーションで表示 
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希望する分足の 

タイムフレームを表示 

 

 

ローソク足の表示期間や 

ローソク足の太さを変更するには？ 

 

上下の矢印キーを使用する 

 

上向きの矢印キーで 

ローソク足は太く表示され 

 

下向きの矢印キーで 

ローソク足は細く表示される 
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先物のトレード用 

ウィンドウを表示 
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先物のトレード用 

ＤＯＭ（Depth of Market） 

も装備 

 

先物の執行画面は株式とは別個に表示

させることができる。 
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先物のシンボルは自動表示 
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リンク設定 

 

リンク設定ウィンドウを使えば 

マーケットビューの銘柄をクリックだけで、

注文ウィンドウや 

チャートへ表示することができる。 

 

銘柄のシンボルをタイプする手間は不要 
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①マーケットビュー と 

②のチャートウィンドウがリンク 

 

 

①マーケットビュー と 

②と③のチャートウィンドウがリンク 

 

①マーケットビュー と 

②と③と④のチャートウィンドウがリンク 
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リンク設定ウィンドウを使えば 

マーケットビューの銘柄をクリックだけで、注文ウィンドウや 

チャートへ表示することができる。 

 

銘柄のシンボルをタイプする手間は不要 

 

チャートから注文ウィンドウへドラッグするだけで 

リンクを貼ることができる。 
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トレードマネージャ 

トレードの記録や現在のポジションなどを表示することができる。 
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アカウントマネージャ 

 

口座に関するさまざまな情報を 

表示することができる。 
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過去のトレード 

 

過去のトレードの分析機能・日付を指定することができる。 
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トップリスト 

リアルタイムでその時点での 

出来高や値上り率、値上り幅 

の大きいもののリストを 

表示する機能。 

 

マーケットビューと 

組み合わせて使うと効果的だ。 
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Tradestream PRO のレイアウトを 

 

他のパソコンで再現させる方法 

 

 

移動させたいパソコンの 

 

\Program Files\Tradestream PRO\Tradestream PRO\DATA\ 

 

にある BUF フォルダーを消去します。 

 

移動させたい（再現したい）レイアウトのあるパソコンの 

 

\Program Files\Tradestream PRO\ を再現させたいパソコンへコピーしてください 

 

BUF フォルダーを消去 
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名前をつけて保存 

 

トレードストリームのマーケットビュー・注文ボックス・チャートは 

 

右クリックメニューで「名前をつけて保存」を選択することができる。 

 

保存したパーツは、任意のページのレイアウトへ 

 

ファイルの「開く」メニューで呼び出して 

 

表示することができる。 
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ファイルを開く 

あらかじめ保存したトレードストリームのマーケットビュー・注文ボックス・チャートは 

任意のページのレイアウトへ、ファイルの「開く」メニューで呼び出して 

呼び出すファイルは 

 

チャート 

注文ボックス 

マーケットビュー 

 

別に拡張子名が自動的につけられ 

保存されているが 

 

ファイルの「開く」メニューで 

呼び出して表示する場合は 

その拡張子を 

指定しなければならない。 

 

左のように種類が多いため 

 

エキスプローラを使って 

該当するファイルを 

ドラッグドロップで 

トレードストリームの画面へ 

表示させる方が便利だ。 
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エキスプローラを使ってファイルを開く 

 

あらかじめ保存したトレードストリームのマーケットビュー・注

文ボックス・チャートなどの該当するファイルは 

ドラッグアンドドロップでトレードストリームの画面へ 

表示させることができる。 
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Tradestream Global Web Site 

 

 

http://www.tradestreamglobal.com/ 
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Tradestream Global Japan Web Site 

 

 

http://www.tradestreamglobal.com/japan/index.htm 
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Tradestream Global Download Web Site 

 

 

http://www.tradestreamglobal.com/data_sites/download.html 

 

デモのお申し込みは こちらのメールアドレスへ！ 

すべて日本語によるサポートです。 

担当：佐藤 里砂 

r.sato@getrader.com 

 


